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　藝術出版社主催による恒例の年末展は、「若冲生
誕 300 年を記念して～心に響く秀作展」。
　2016 年は、まさに“若冲年”。入場者数 44万 6000
人を記録した東京都美術館の「生誕 300 年記念　
若冲展」を始めとし、全国各地で若冲関連のイベント
が行われ、本展はその最後を締めくくる記念展として約
850 名の観客を動員する活況を呈しました。
　会場の東京芸術劇場最大の 5Fギャラリー 1には、
全国から選抜された絵画・彫塑・工芸・書・写真
など51名 66 点の入魂の作品がずらり。
　まず、ひときわ人が足を止めたのは、直接的に若冲
にインスパイアされたという、玉井三郎《雄鶏「向日葵
雄鶏図より」》と、蒼成院母祥《画聖 π園に活生す（若
冲と光琳）》。前者は元は平面の若冲の絵を、鋭い立
体感覚で羽根の一本一本の細部まででんぷん樹脂
粘土を駆使し再現、誰もが目を剥く出来栄えでした。
後者は若冲と光琳、100 年の隔たりのある2 人が死
後の世で対面する幻想的な世界観を、童形人形とそ
の口上書、屏風など総合芸術として表現、人形の美し
い衣装や絢爛なビジュアルに人気が集中しました。
　絵画では、小林早苗の《5月の歓び》《春惜しむ》が、
「大胆な構図と色使いで生命力を感じる」など、観た人
からポジティブな意見が多くうかがえました。
　宇佐美けいの2作品《女達の構図》《二匹の猫（ク
ロベエとハイネ）》は、卓越した技術に裏打ちされた水
墨の既成概念を覆す表現力に、賛辞が集まりました。
　金子洋子《栗坊カボチャ》は、会場を清廉で馥郁た
る気で包むばかりでなく、不安な世相を払拭するフラワ
ーパワー＝ボタニカルアートの可能性をも魅せる作品。
　江畑菊枝《鉛筆削りの花》は、鉛筆を削った際に出
る木屑の断面を花に見立てる独創性が、「消費社会の
メタファ」ではないかとの白熱した議論を呼びました。
　オチキクハルの《パラダイス》は、原色の色使いが楽
しくコミカル、柴田千壽子《霊峰富士》は富士の迫真の
マチエールに、「もっと多くの作品も見てみたい」という
声があがっていました。
　立体では、芹川英子の木目込人形《猫好きの少女》
と木彫彩色《三閑人》に「群を抜いてすごい」、宇野素
子の押絵《秋景美人》には「古く良い裂を選ぶセンスを
感じる」と、ともに腕に覚えのある方から実感のこもっ
た意見がいただけました。
　小泉和子《HIBIKI-2016》には、「素材の持つ根源
的な生命力が生かされている」と同様の意見が複数
寄せられました。
　書の指宿邦子《洗心》《不惑》には、「震災後の不安
と浄化をリアルに感じさせてくれる」と絶賛する感想が
集まり、写真の宮内勝廣《清涼》には、被写体の女性の
階調表現の見事さに見惚れる姿が目立ちました。
　全体的には、とりわけ本展のメインテーマである若
冲に直接のオマージュを捧げたりインスパイアされた
作品、あるいはポスト東日本大震災、世界におけるテロ
や世界情勢への不安、危機感を感じさせる作品に、自
然に観客は集まり、クリスマス、そして年の瀬へと続く会
場は熱気に包まれていました。
　藝術出版社は今後とも、日本人の美術の力で、全
国、全世界に希望と勇気を発信する様 な々プロジェク
トを提案してまいります。本展にもまた、当社の姿勢に
共感、賛同してくださる美術家の方々が集結し、熱心な
感想と温かい励ましをくださった来場者の皆様との輪
が、大きな生きる勇気と未来への希望に満ちて拡がる
記念碑的な展覧会となりました。
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